
平成３０年７月豪雨におけるダムの状況

資料２－２



近年、雨の降り方が変化
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1976 1981 1986 1991 1996 2001 2006 2011 2016

（回/

1時間降水量50mm以上の年間発生件数（アメダス1,000地点あたり）

1時間降水量80mm以上の年間発生件数（アメダス1,000地点あたり）

1時間降水量100mm以上の年間発生件数（アメダス1,000地点あたり）

※気象庁資料より作成

【台風第10号経路】 【台風第11号経路】

【台風第7号経路】

【台風第9号経路】

①

①

平成28年に北海道・東北
で被害をもたらした

一連の台風

○この30年間で、時間雨量50mmを上回る大雨の発生件数は約1.4倍、時間雨量80mmは約1.7倍、
時間雨量100mmは約1.7倍に増加。

○ これまで比較的降雨の少なかった北海道・東北でも豪雨が発生。
○ 今後も気候変動の影響により、水害の更なる頻発・激甚化が懸念。

1976～1985
平均 1.9回

2008～2017
平均 3.2回

約1.7倍

1

※気象庁資料より作成
※気象庁資料より作成

平成27年9月関東・東北豪雨

平成2９年7月九州北部豪雨

鬼怒川

筑後川水系赤谷川



前提となる気候シナリオ 降雨量変化倍率
（全国一級水系の平均値）

洪水発生確率の変化倍率
（全国一級水系の平均値）

RCP8.5（4℃上昇に相当） 約１．３倍 約４倍

RCP2.6（2℃上昇に相当） 約１．１倍 約２倍

○気候変動により、河川整備の目標としている降雨量が約１．１倍～１．３倍に増加し、
洪水の発生確率が 約２倍～４倍に増加することが予測される。

＜気候変動による将来の降雨量、洪水発生確率の変化倍率＞

※気候変動シナリオは、IPCC（気候変動に関する政府間パネル）第５次評価報告書に用いられているRCPシナリオ。
※降雨量変化倍率は、20世紀末（1951年-2011年）と比較した21世紀末（2090年）時点における一級水系の治水計画

の目標とする規模の降雨量変化倍率の平均値
※洪水発生確率の変化倍率は、一級水系の現在の計画規模の洪水の、現在と将来の発生確率の変化倍率の平均値
※降雨量変化倍率は国土技術政策総合研究所による試算値。洪水発生確率の変化倍率は、各地方整備局による試算値。

治水安全度

時間軸

1/200

現在

1/30

（現行計画の目標）

～ ～

200年に1度
の雨

（1/200）

200年に2度
の雨

（1/100）

現在 気候変動後

1/100

200年

現在の降雨量

気候変動によって増加する降雨量

①河川の改修

河川改修完了
（現行）

②安全度
の低下

（現況）

（気候変動後） ③追加の改修

河川改修完了
（気候変動後）

整備完了までの
期間・費用が増加

発生確率が増加

※降雨量変化倍率のＲＣＰ8.5シナリオ（4℃上昇に相当）は、産業革命以前に比べて全球平均温度が4℃上昇した世界を
シミュレーションしたｄ4ＰＤＦデータを活用して試算
※降雨量変化倍率のＲＣＰ2.6シナリオ（2℃上昇に相当）は、表中のＲＣＰ8.5シナリオ（4℃上昇に相当）の結果を、

日本国内における気候変動予測の不確実性を考慮した結果について（お知らせ）「環境省、気象庁」から得られるRCP8.5、RCP2.6の関係性より換算

現在 気候
変動後

＜治水施設の整備への影響（イメージ）＞＜気候変動に伴う降雨量の変化（イメージ）＞

＜引用＞

第２回 気候変動を踏まえた治
水計画に係る技術検討会

将来の降雨はさらに激化
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平成30年7月豪雨による降雨（概要）

○ 梅雨前線等の影響によって、西日本を中心に全国的に広い範囲で記録的な大雨となり、
７月の平年の月降水量の４倍となる大雨を記録したところがあった。

○ 特に長時間の降水量について多くの観測地点で観測史上１位を更新し、24時間降水量は76地点、
48時間降水量は124地点、72時間降雨量は122地点で観測史上1位を更新した。

48時間降水量の期間最大値（期間2018年6月28日～7月8日）実況天気図（2018年7月7日6時00分時点）

※全国の気象観測所は約1,300箇所

※気象庁HPを基に作成

■観測史上1位
を更新した観測
地点数

梅雨前線が停滞、台風から湿った空気が供給 広い範囲で記録的な大雨

124 122
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平成30年7月豪雨 国土交通省所管ダムの洪水貯留状況

国土交通省が所管する
５５８ダムのうち、
２１３ダムにおいて防災操作
（洪水調節）を実施。

ダムで洪水を貯留することに
より、下流河川の水位を低下
させ、流域の被害軽減・防止
効果を発揮。

なお、８ダムで、異常洪水時
防災操作を実施。

【凡例】
：防災操作（洪水調節）を実
施したダム
：異常洪水時防災操作を 実施
したダム

日吉ダム
（水資源機構）

一庫ダム
（水資源機構）

岩屋ダム
（水資源機構）

鹿野川ダム
（四国地方整備局）

野村ダム
（四国地方整備局）

野呂川ダム
（広島県）

引原ダム
（兵庫県）

河本ダム
（岡山県）

のろがわ

こうもと

ひきはら

のむら

かのがわ

ひとくら

ひよし

いわや
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九頭竜川水系九頭竜川（福井県）における九頭竜ダムの洪水調節

流入量と放流量

4,114万m3を貯留

状況写真

▽増水前 貯水位552.75m

▽増水後 貯水位559.11m

撮影日 H30.7.8

ダムからの放流量
２２４m3/s

ダムへの流入量 最大約７９６ｍ3/ｓダム下流において最大約５７２ｍ3/s
（約7割）の流量を低減

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。

流域平均累加雨量 660mm 4日1:00～8日6:00
流域平均最大時間雨量 29.1mm 6日18:00～19:00

朝日地点 （九頭竜ダムから下流約５km）

朝日地点における水位低減効果

位置図

九頭竜ダム

朝日地点

○平成３０年台風７号および発達した梅雨前線に伴う豪雨により九頭竜川上流域では、７月４日から７月
８日にかけて、総雨量が660mmを超える降雨となり、九頭竜ダムへの流入量が今年度最大となる
約796m3/s を記録。
○九頭竜ダムでは約４,１１４万ｍ3の洪水を貯留し、ダム下流朝日地点（大野市 朝日付近）の

河川の流量を約１／３に低減し、最高水位を約０．９ｍ低減。

［速報版］
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江の川水系（広島県）における土師ダム、灰塚ダムの洪水調節 ［速報版］

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の精査等により変更する場合があります。
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ダムが無かった場合の水位

尾関山観測所水位

実績水位
13.37m

ダムが無かった場合の水位
14.16m

ピーク水位時に約80cm水位を低下

○梅雨前線の影響により、土師ダム上流で流域平均累加雨量約296mm (7月5日(木)4:00から7日(土)14:00)、灰塚ダム上流で
流域平均累加雨量約352mm(7月5日(木)4:00から7日(土)14:00)を記録し、尾関山水位観測所では計画高水位を超過。

○土師ダムでは、ダムへの流入量が最大で毎秒約630m3に達し、このとき毎秒約280m3の洪水をダムに貯留。
○灰塚ダムでは、ダムへの流入量が最大で毎秒約820m3に達し、このとき毎秒約550m3の洪水をダムに貯留。
○この結果、広島県三次市三次町付近の江の川の水位を約80cm低減させることができたものと推定。仮に２つのダムが防災操作を
実施していな ければ、計画高水位を大幅に上回る出水となり、沿川で大きな被害が発生していたものと推定。

土師ダムの調節効果
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流入量

放流量

最大流入量
毎秒約630m3

最大流入時の放流量
毎秒約350m3

最大流入時調節量
毎秒約280m3

防災操作により
ダムに貯めた水量

約1,750万m3

灰塚ダムの調節効果

上流２ダムによる効果（尾関山水位観測所付近）

三次市三次町

堤防法線

江の川

土師ダム・灰塚ダムが無かった場合の
氾濫シミュレーション（例：三次市街地）

西城川

馬洗川

尾関山水位観測所付近の水位

計画高水位 13.36m
▽実績水位 13.37m

▽ダムが無かった場合の水位 14.16m

×
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流
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流入量

放流量

最大流入量
毎秒約820m3

最大流入時の放流量
毎秒約270m3

最大流入時調節量
毎秒約550m3

防災操作により
ダムに貯めた水量

約2,700万m3

【被害想定】
・浸水面積：約46ha
・浸水家屋：約660戸洪水の状況（尾関山水位観測所付近）

は じ はいづか

み よ し し み よ し まち

お ぜき やま

土師ダム・灰塚ダムの貯留により、
尾関山地点で約80cm水位を低減。

破堤箇所

（想定）

平成30年7月6日22時
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は じごう かわ はいづか

位置図（江の川）

尾関山地点

灰塚ダム
土師ダム

島根県

広島県



小瀬川水系小瀬川（広島県）における弥栄ダムの洪水調節 ［速報版］

○弥栄ダムの流域では、7月5日から7月7日にかけて梅雨前線の影響
による豪雨により、ダム上流域での流域平均雨量は369mmを記録。

○弥栄ダムでは、ダムへの流入量が最大で860㎥/sに達し、
このうち毎秒約560㎥の洪水をダムに貯留。

○この結果、山口県岩国市小瀬の小川津地点（弥栄ダム下流2.5km
地点）の水位を約2.4ｍ低減させる効果があったと推定され、
危険箇所の浸水を回避。

○仮に、ダムが特別防災操作をしていなければ、氾濫により
約3.8ha・26戸の浸水被害が発生していたものと推定。

約2.4m低減

小川津水位観測所付近の状況

ダム無しの水位：7.25m

弥栄ダムによる効果（弥栄ダムより2.5km下流小川津地点）

ダムがなかった場合の水位 約７.２５m
国道186号

約２．４m

記録した最高水位 ４.８６m 【7月7日4:10】

県道135号
氾濫危険水位 6.2m
避難判断水位 5.7m

氾濫注意水位 4.0m

水防団待機水位 2.6m

小川津橋

山陽新幹線
小瀬川橋梁

比作地区

小川津地区

小川津地点横断

ダムがなかった場合の氾濫シミュレーション

浸水面積：3.8ha

浸水戸数：26戸

浸水エリア

11k600

11k400

11k200 11k000

10k800

10k600

11k800

12k000

12k000

11k800

11k600

11k400

11k200
11k000

10k800

10k600

国道186号

※各数値は速報値であり、今後、変わる可能性があります。

7/5 7/6 7/7

雨の状況
[mm] [mm]

時間雨量
累計雨量

流域平均総雨量369mm

洪水調節実績図
[m3/s] [m]

流入量
放流量
貯水位

7/5 7/6 7/7

最大流入量860m3/s

最大放流量300m3/s

ダム貯留量2,122万m3

ダム貯水位（７日１４時時点）ダム貯水位（通常時）

今回の洪水のダムへの貯留状況
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○頻度の高い、ある程度の規模の洪水に対しては、河川改修で流下能力を確保。
○それを超える、頻度の低い大規模な洪水に対しても、河川改修のみで安全確保を図ろうとすると、

まちを大きく改変する河川改修が必要となる。
○そのため、ダムによる洪水貯留と河川改修を組み合わせて治水対策を実施。

河川改修とダムの役割分担イメージ

8

流
量

時間

ダムから補給

ダム

河川改修

ダムから補給

渇水
（ダムで対応）



ダムの防災操作（洪水調節） （１）

流量

時間

ダムに
貯 留

ダムに
貯 留

▽ 洪水時最高水位（サーチャージ水位）

△平常時最高貯水位（常時満水位）

堆砂容量

利水容量

ダムに貯留

堆砂容量

利水容量

ダムに貯留

△ 洪水時最高水位
（サーチャージ水位）

流量

時間

ゲートを操作して
放流量を調整

通常の防災操作（洪水調節）
（計画）

異常洪水時防災操作

ダムへの
流 入 量

ダムへの
流 入 量

計画規模
の 洪 水

流入量

放流量

ゲート

ゲート

ダム流下量
（放流量）

ダム流下量
（放流量）

△平常時最高貯水位（常時満水位）

9



ダムの防災操作（洪水調節） （２）

【a:計画規模未満の洪水】 【b:計画規模の洪水】流
量

時間

ダムへの
流 入 量

ダムの容量に
余裕あり

時間

ダムに
貯 留

ダム流下量
（放流量）

ダ ム
に
貯 留

時間

ダムに
貯 留

流
量

時間

ダムの容量を
ほぼ使い切る

ダム流下量
（放流量）

ダムへの
流 入 量

10

【c:計画規模を上回る洪水（異常洪水時防災操作）】

① 安全な流量が流れているうちに避難が可能
② ピーク時刻を遅らせて避難時間を確保
③ 流入量と同程度の流量となるが、それまで
に河川水位を低減させていたこと等から被
害を軽減

流
量

時間

ダ ム
に
貯 留

計画規模
の 洪 水

①

③

ダムへの
流 入 量

ダム流下量
（放流量）

②
ピーク時間を遅らせる
（避難時間を確保）



洪水貯留準備操作（事前放流）

▽ 洪水時最高水位（サーチャージ水位）

▽ 平常時最高貯水位（常時満水位）

洪水貯留準備操作（事前放流）
により洪水調節容量を確保

洪水調節容量

利水放流管
【放流能力 小】

利水容量

堆砂容量

洪水吐
【放流能力 大】

①「平常時最高貯水位（常時満水位）」までの間で貯水位を管
理し、洪水調節容量を確保しつつ、利水容量にある貯留水を
使って必要な利水補給（工水、上水、農水）をダムから行う。

②記録的な大雨が予測された場合に、利水者の協力のもと、利
水容量に貯留している水の一部を洪水前に放流（洪水貯留準備
操作）し、一時的に洪水調節容量を増加させ洪水に備える。

②洪水前③洪水中

③通常の洪水調節容量よりも多い容量を確保できているため、
ダムから下流に流す水量をより長く低減することが可能。

ダム容量の内訳

▽ 平常時最高貯水位（常時満水位）

▽ 洪水時最高水位（サーチャージ水位）
▽ 洪水時最高水位（サーチャージ水位）

▽ 平常時最高貯水位（常時満水位）

▽ 洪水時最高水位（サーチャージ水位）

▽ 平常時最高貯水位（常時満水位）

11
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野村ダム・鹿野川ダムの操作規則

変更後の操作ルール（H8～）

○ダム運用開始時（従来）の操作規則は、大規模な洪水を対象とした一定率一定量方式による洪水調
節方式を採用していたが、平成７年７月の洪水を期に、中下流部の堤防整備が十分でない状況を踏
まえ、頻繁に発生する中小規模洪水に対してダムの洪水調節能力を有効に活用し、流域における当
面の洪水被害軽減を図ることを目的に、一定量後一定開度方式に変更。（平成8年6月）

従来の操作ルール（管理開始～）

野村ダム

鹿野川ダム

平成7年7月洪水発生

12※一定量後一定開度方式：一定の流量の放流の後ゲートを一定の位置（開度）にとどめておき、開度変更を行わない方式（その間は自然調節と同じ状態）。
※変更後の操作ルールでは、計画洪水（従来の操作ルールにおける計画流入量）が流入すると、異常洪水時防災操作に移行することとなる。

のむら かのがわ

ダムへの流入量ピーク

ダムへの流入量が最

大となる時までゲー

ト開度を保つ

ゲートの操作後、ダムへの流入

量が減少しはじめた時以降は、

ダムへの流入量がダム流下量

（放流量）と等しくなる時まで

ゲート操作中の最大放流量の水

量を放流

流量

時間

4割容量(EL167.9mまでの容量)

4～8割容量(EL167.9～169.4mの容量)

残2割容量(EL169.4～170.2mの容量)

300m3/s

400＋αm3/s

ダム流下量（放流量）ダムへの流入量

ダムへの流入量が増

加中に水位が標高

167.9mになると、すみ

やかにダム流下量

（放流量）を400m3/s

まで上げる 400m3/s

ダムへの流入量ピーク

ダムへの流入量

ダムへの流入量が増加中に

水位が標高84.0mになると、

すみやかにダム流下量（放

流量）を850m3/sまで上げる

ダムへの流入量が最大とな

る時までゲート開度を保つ

流量

時間

予備放流

4割容量(EL84.0mまでの容量)

4～8割容量(EL84.0～87.5mの容量)

残2割容量(EL87.5～89.0mの容量)

600m3/s

850＋αm3/s

ゲートの操作後、ダムへの流入量が減

少しはじめた時以降は、ダムへの流入

量がダム流下量（放流量）と等しくな

る時までゲート操作中の最大放流量の

水量を放流

ダム流下量（放流量）

850m3/s

ダムへの流入量ピーク

ダム流下量
（放流量）

ダムへの流入量

流量

時間

1000m3/s

500m3/s

1300m3/s

ダムへの流入量ピーク

ダム流下量
（放流量）

ダムへの流入量

流量

時間

1500m
3
/s

600m3/s

2750m
3
/s



野村ダム

大洲市

内子町

伊予市 砥部町

西予市

鹿野川ダム
山鳥坂ダム
（建設中）

平成30年7月豪雨における肱川流域の気象概要 ［速報版］

○ダムへの最大流入量は野村ダムで1,942m3/s（第2位806m3/s）、鹿野川ダムで3,776m3/s（第2位
2,244m3/s)となり、ダム運用開始以降最大を大きく上回る流入量を記録。

○大洲第二水位観測所（肱川橋）では、7日5時00分に避難判断水位（4.80m）、7日8時20分に氾濫危険水
位（5.80m）を超えて更に上昇し、12時20分に観測史上最高となる8.11mを観測。

大洲第二地点（基準点）水位

大洲第二
基準点

（肱川橋）

野村ダム最大流入量

野村ダム地点累計雨量

（
m

m
）

（
m

3
/
s）
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のむら かのがわ

おおづ

ひじかわ

東大洲地区

菅田地区

野村地区

【肱川流域の概要】
〈肱川〉

・流域面積：1,210km2
・流路延長：103km

〈野村ダム〉
・集水面積：168km2

（肱川流域の14%）
〈鹿野川ダム〉

・集水面積：513km2
（肱川流域の42%）

ひがしおおず

すげた

のむら



○活発な梅雨前線の影響により、野村ダム上流域の２日間の累加雨量は計画の降雨量を超過。

○野村ダムでは、洪水３日前の７月４日から事前に水位を低下させ、通常の洪水調節容量350万m3に
250万m3を加えた600万m3の容量を確保しており、洪水時には650万m3を貯留。

○７月６日22時10分に洪水調節の開始を関係機関に連絡し、 ７日3時11分にその時点のダムの操作に
関する予測情報を連絡し、3時37分に「6時20分頃には異常洪水時防災操作を開始する見込み」である
旨を管理所長から西予市野村支所長にホットラインにより伝達。5時10分には西予市より避難指示が発
令され、防災無線により各戸及び屋外のスピーカーにより繰り返し放送される。5時15分には住民への
周知のため、警報所のサイレンの吹鳴、警報所及び警報車のスピーカーによる注意喚起を実施。

肱川水系肱川（愛媛県）における野村ダムの防災操作（洪水調節） ［速報版］
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のむら

せいよ

のむらひじかわ ひじかわ

野村ダム

愛媛県

洪水時最高水位 170.2m
最大流入量 毎秒約1,940m3管理開始以降最大）

1時間に50mmをこえる
非常に激しい雨

流入量

放流量

貯水位

● ﾎｯﾄﾗｲﾝ

流域平均雨量（48時間）

H30.7 計画

計画の
約1.2倍

340
mm

419
mm

7月4日から事前に水位を低下
7/4  21:02 情報提供実施
7/5 10:05 情報提供実施
7/6 10:22 情報提供実施

計画高水流量（1,300m3/s)

避
難
指
示

発
令

累加340mm超過

累加340mm超過

7/6 22:10 洪水調節開始の連絡

3:11 ダムの予
測情報連絡

3:37 6時20分頃開
始する見込み 5:15 放流警報による注意喚起

5:10



［速報版］

○通常の貯水位よりも約3.5ｍ下げて通常の約1.7倍の洪水を貯留する容量（約600万m3）を確保。
○今回、洪水時最高水位を超え、設計洪水位（EL. 171.5m）にせまるEL.170.83mまで貯留。

堆砂容量

利水容量

洪水調節容量 350万m3

利水容量（A特定灌漑、W上水）
920万m3

〈内訳〉 A：780万m3 、W：140万m3

堆砂容量 330万m3

追加確保容量 250万m3

ゲート敷高 EL.157.9m

洪水貯留準備水位 EL.166.2m

洪水時最高水位 EL.170.2m

異常洪水時防災操作開始水位 EL.169.4m

野村ダム

クレスト
ゲート

ゲート敷高 EL.136.6m

コンジット
ゲート

最大流入量時の貯水位 EL.170.83m

今回の洪水貯留開始水位 EL.162.74m

洪水貯留（約６５０万m3、約８ｍ）

約3.5m

天端道路 EL173.0m = ダム天端高

設計洪水位 EL.171.5m
【容量配分図】

通常の貯水位よりも約3.5ｍ下げ
て通常の約1.7倍の洪水を貯留
する容量（約600万m3）を確保

堆砂容量

利水容量

【参考】 野村ダムの洪水貯留イメージ
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※設計洪水位：想定される最大の洪水が発生した時の流量を設計洪水流量といい、そのときの貯水池の水位を設計洪水位という。
※洪水時最高水位：洪水時、一時的に貯水池に貯めることが出来る最高の水位。 サーチャージ水位ともいう。
※異常洪水時防災操作開始水位：ゲートなど機械式放流施設を持っているダムで、貯水位が洪水時最高水位を超えると予測される場合、貯水位に応じてゲートを操作

し、放流量を流入量まで増加させる操作を異常洪水時防災操作」といい、その操作を開始する水位。
※洪水貯留準備水位：洪水期に限って平常時最高水位（利水目的のために貯水池へ貯めることの出来る最高水位）よりも水位を低下させ、洪水を迎える水位。

のむら



野村ダム 西予市

地 域 住 民

消防団

警報
警報局（サイレン・スピーカ）
警報車
警報表示板 等

防災無線
（各戸、屋外スピーカ）

声かけ・誘導等

通知・情報提供（FAX）【関係機関：県・自治体・ＮＨＫ等】

ホットライン

※操作規則、操作細則

※操作規則、操作細則

避難勧告、避難指示

野村ダムにおける異常洪水時防災操作に係る関係機関等への情報提供の流れ

16

のむら



サイレンスピーカー警報所

スピーカー警報所
スピーカーLED表示警報所

スピーカー

サイレン

スピーカー

スピーカー

LED表示板

【参考】野村ダム警報区間

17

○ダムの下流には、放流警報等を周知する施設として、河川沿いにサイレン、スピーカー、警報板を設置

のむら



○活発な梅雨前線の影響により、鹿野川ダム上流域の２日間の累加雨量は計画の降雨量を超過。

○鹿野川ダムでは、洪水４日前の７月３日から事前に水位を低下させ、通常の洪水調節容量1,650万m3
に、570万m3を加えた2,220万m3の容量を確保しており、洪水時には約2,360万m3を貯留。

○7月7日4時30分に洪水調節の開始を関係機関に連絡し、7日5時10分に「異常洪水時防災操作を開始
する見込み」、6時20分に「7時30分頃に異常洪水時防災操作を開始する見込み」である旨を事務所長
から大洲市長にホットラインにより伝達。7時30分には大洲市より避難指示が発令され、防災無線により
各戸及び屋外のスピーカーにより繰り返し放送される。6 時18分には住民の周知のため、警報所のサ
イレンの吹鳴、警報所及び警報車のスピーカーによる注意喚起を実施。

肱川水系肱川（愛媛県）における鹿野川ダムの防災操作（洪水調節） ［速報版］
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ひじかわ ひじかわ かのがわ

鹿野川ダム

愛媛県

流域平均雨量（48時間）

H30.7 計画

計画の約1.1倍

340
mm

380
mm

約9ｍ
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洪水時最高水位 89m

最大流入量 毎秒約3,780m3

（管理開始以降最大）

計画高水流量（2,750m3/s）
流入量

放流量

貯水位

● ﾎｯﾄﾗｲﾝ
避
難
指
示

発
令

避難指示発令後、繰り返し放送

7月3日から事前に水位を低下

1時間に47mmの
激しい雨

累加340mm超過

累加340mm超過

4:30 洪水調節開始の連絡

5:10 開始見込み

6:20 7時30分頃開始見込み

7:30

6:18 放流警報による注意喚起



○野村ダムや鹿野川ダムでは、これまでに経験のない異常な豪雨であったことを踏まえ、より有効な情報
提供や住民への周知のあり方について検証を行うとともに、より効果的なダム操作について技術的考察
を行うことを目的に、四国地方整備局において、「野村ダム・鹿野川ダムの操作に関わる情報提供等に
関する検証等の場」を設置。これまでに２回開催、平成３０年内を目処にとりまとめる予定。

野村ダム・鹿野川ダムの操作に関わる情報提供等に関する検証等の場（１）

19

氏 名 所 属 分 野

鈴木幸一 愛媛大学 名誉教授 河川工学

森脇亮
愛媛大学大学院理工学研究科
教授

水文気象学
防災情報

羽鳥剛史 愛媛大学社会共創学部 准教授
土木計画学
合意形成論

氏 名 所 属 備 考

二宮隆久 大洲市長 地元自治体

矢野正祥 大洲市 消防団長
消防機関
(水防)

管家一夫 西予市長 地元自治体

大田信介 西予市 消防団 野村方面隊長
消防機関
(水防)

杉本寧 愛媛県 土木部長 河川管理者

佐々木淑充
国土交通省四国地方整備局
河川部長

河川管理者

○学識者

第１回検証等の場
（平成30年7月19日）

第２回検証等の場
（平成30年9月14日）

○国・関係行政機関

＜検証等の場 委員 （第２回）＞

かのがわのむら



野村ダム・鹿野川ダムの操作に関わる情報提供等に関する検証等の場（２）

20

【第１回検証等の場】平成３０年７月１９日
○放流警報等の情報伝達について、情報を伝えたことと伝わったことは違うことがあることから、その情報が受け手側

にどのように伝えられたか検証する必要がある。
○ダム直下の避難指示などの発令は、河川水位だけでなく、ダムの放流量を取り入れるなど、発令のあり方について

検討する必要がある。
○計画を超える豪雨により、ダム操作が、操作規則に基づく異常洪水時防災操作をせざるを得ない状況は理解。
○異常な豪雨であった今回の豪雨に対し、ダム操作について工夫できる点を検討していく必要がある。
○ダムの放流量がどの程度被害につながるかのイメージが関係機関で共有できていたか検証すべき。
○ダムの操作規則について、地域住民が理解されていたのかを検証するとともに、理解されるための仕組みづくりも必

要である。
○気候変動の関係から近年の豪雨は激甚化していることから、ソフト対策だけでなく、ハード対策についても検討して

いく必要がある。

＜検証等の場における主な意見＞

【第２回検証等の場】平成３０年９月１４日

（より有効な情報提供や住民への周知のあり方）
○国・県は、災害時に、市の避難指示等の発令の判断に結びつくための必要な情報提供を行っていく必要がある。
○市は、本庁と支所間の情報伝達や市の意思決定をシステム的に出来るような体制づくりが重要である。
○地域でおこりうる災害時のリスクやそれに至るシナリオを想定し、関係機関で共有しておくことが重要である。
○住民の理解を促進するために、災害時の情報やダムの操作等に関して、広報や勉強会等において住民へ周知して

いくことが重要である。
（より効果的なダム操作について）
○肱川の下流の河道整備をしっかりと実施し、整備状況の段階に応じた操作規則の検討が必要である。
○ダムの治水容量を安定的に確保していくことが必要である。
○今年度完成する鹿野川ダムの改造による容量確保を上手く利用し、流域全体で有効な操作規則を検討する必要が

ある。
○野村ダムついても有効に活用するためには、改造等の検討も必要である。
○柔軟なダム操作は、確実な降雨の時空間予測が前提条件であり、難しいとは思うが、課題整理など検討していくべき。



○野村ダム・鹿野川ダムでは、当面の対応として異常洪水時防災操作移行の周知について、試行的に、
より切迫感を持って緊急性を伝えられるように実施している。この内容については、今後、「検証等の
場」において、より効果的な情報提供や住民への周知の在り方の検証状況を踏まえ改善していく。

警報車

警報所

標示板

（50秒） （5秒） （50秒） （5秒） （50秒）

吹　鳴 休止 吹　鳴 休止 吹　鳴

【サイレンの吹鳴回数を変更】

（約1分） （10秒） （約1分） （10秒） （約1分） （10秒） （約1分） （10秒） （約1分）

吹　鳴 休止 吹　鳴 休止 吹　鳴 休止 吹　鳴 休止 吹　鳴

野村ダム

鹿野川ダム

２回繰り返し

【スピーカー（各警報所・警報車）から切迫感の伝わるアナウンスに変更】

【警報表示板の表示を切迫感の伝わる文面に変更】

野村ダムの下駄馬警報表示板及び鹿野川ダムの柚木警報表示板

ダム放流中 ダム放流増加 非常事態

「異常洪水時防災操作に移行する予定。厳重に警戒して下さい」

「これまでに経験のないような洪水です。ただちに命を守る行動をとってください」

サイレン

スピーカー

×１回

×１回

見直し

異常洪水時防災操作以外：１回 異常洪水時防災操作：１回から２回繰り返しへ見直し

異常洪水時防災操作

見直し

異常洪水時防災操作

異常洪水時防災操作以外 異常洪水時防災操作

切迫感が伝わる放流警報手法の試行（野村ダム・鹿野川ダム）
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○活発な梅雨前線の影響により、断続的に４回の豪雨が発生し、２日間の累加雨量は観測史上最大。
河川流量が最大となった３回目の豪雨時には、日吉ダムの洪水調節によって約９割の流量低減。

○４回目の豪雨前に日吉ダムは満杯に近づいたが、それまで河川水位を大幅に低下させていたことや、
その後も洪水調節を継続したことから、亀岡市や京都市嵐山付近の被害を大幅に軽減。

○また、日吉ダムの洪水調節により、洪水ピーク時刻を大幅に遅らせたことや、河川水位予測の迅速
な情報提供により、避難時間を確保することに貢献。
※桂川では、平成25年９月に今回と匹敵する（今回の方が大きい）豪雨が発生し大規模な浸水被害が発生したが、
その後の河道掘削等の緊急治水対策の結果、今回は大幅に被害を軽減。

洪水貯留開始直後の貯水池の状況
（7月5日8時頃）

洪水時最高水位に近づく貯水池の状況
（7月6日10時頃）

洪水時最高水位 201m 最大流入量 毎秒 約1,260m3/s

約16時間

下流へ流れる水量を約9割低減

次の洪水に備え、

水位低下操作を実施
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淀川水系７ダム等の施設
位置図

日吉ダム

亀岡(保津橋）地点

淀川三川合流点

布目ダム

高山ダム

室生ダム

青蓮寺ダム

大阪府

兵庫県

京都府

奈良県

三重県

滋賀県

琵琶湖

大阪市

京都市
桂川下流部の

越水箇所

嵐山地点

日吉ダム

(

大阪府

兵庫県

京都府

奈良県

三重県

滋賀県

大阪市

京都市

嵐山地点

琵琶湖

ピーク時刻を約16時間
遅らせ避難時間を確保

流域平均雨量（48時間）

H30.7 計画H25.9

計画の1.2倍

349
mm

345
mm

421
mm

約22ｍ

時間雨量（計画以内）
時間雨量（計画以上）
累加雨量

淀川水系桂川（京都府）における日吉ダムの洪水調節 ［速報版］
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淀川水系猪名川（兵庫県）における一庫ダムの洪水調節
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洪水時最高水位 EL.152.0m

洪水貯留準備水位 EL.135.3m
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○活発な梅雨前線の影響により、まとまった降雨が断続的に発生。一庫ダム流域における累加雨量
は551mm、最大日雨量は330mm（7月5日）を記録し、ともに観測開始以来最大。特に最大日雨量
は、ダムの計画雨量263mmを超える豪雨。

○洪水時最高水位に迫る水位まで貯水池を活用して洪水調節を行い、総量約1,600万m3の洪水を貯
留。ダムへの最大流入時に下流へ流す水量を約8割低減させ、浸水被害を軽減。

○また、ピーク流量の発生時刻を約19時間遅らせて避難時間を確保することに貢献。

洪水貯留開始前の貯水池
（7月2日10時頃）

洪水時最高水位に近づく貯水池
（7月6日 17時頃）

約19時間

最大時間雨量33.0mm

累加雨量551mm

淀川水系７ダム等の施設位
置図

日吉ダム

亀岡(保津橋）地点

淀川三川合流点

布目ダム

高山ダム

室生ダム

青蓮寺ダム

大阪府

兵庫県

京都府

奈良県

三重県

滋賀県

琵琶湖

大阪市

京都市

桂川下流部の
越水箇所

嵐山地点

一庫ダム

(

大阪府

兵庫県

京都府

奈良県

三重県

滋賀県

大阪市

京都市

琵琶湖

流域平均雨量（1日）

H30.7 計画実績最大
S58.9

計画の1.3倍

263
mm

215
mm

330
mm

一庫ダム流域平均雨量

一庫ダム洪水調節実績図

下流へ流す水量を

約8割低減ダムに貯留した総量

約1,600万m3

最高到達水位
EL. 150.90m

最大流入量
625.54m3/s

最大放流量
332.46m3/s

洪水貯留準備水位

時
間
雨
量
（
㎜
）

累
加
雨
量
（
㎜
）

ひとくらいながわ

［速報版］
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木曽川水系飛騨川（岐阜県）における岩屋ダムの洪水調節 ［速報版］
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洪水時最高水位 EL.424.0m
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平常時最高貯水位 EL.411.0m

洪水貯留開始前の貯水池の状況
（7月4日9時頃）

洪水時最高水位に近づく貯水池の状況
（7月8日 15時30分頃）

下流へ流す水量を

約4割低減

最大時間雨量31.3mm

累加雨量772mm

○活発な梅雨前線の影響により、まとまった降雨が断続的に発生。岩屋ダム流域における7月4日０時
～7月8日13時までの累加雨量は772mmに達する観測以来最大の豪雨（過去の最大は平成11年9
月の532mm）。

○洪水時最高水位に迫る水位まで貯水池を活用して洪水調節を行い、総量約5,900万m3の洪水を貯
留。ダムへの最大流入時に下流へ流す水量を約4割低減させ、浸水被害を軽減。

○また、ピーク流量の発生時刻を遅らせて避難時間を確保することに貢献。

ダムに貯留した総量

約5,900万m3

最高到達水位
EL. 423.79m

最大流入量
1,339.86m3/s

最大放流量
945.44m3/s

岩屋ダム洪水調節実績図

岩屋ダム流域平均雨量

時
間
雨
量
（
㎜
）

累
加
雨
量
（
㎜
）

いわや
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（参考）ダムの洪水調節方式

治水容量

③洪水調節開始後、ピーク流量に到達するまでは一定の割合で放流
量を増加させ、ピーク流量に到達した時点で一定の水量を放流す
る方式。中小洪水にも洪水調節効果が期待できる。また、ダム下流
の河川整備が余り進んでいない河川等にも適している方式。

②一定の放流を行い洪水のピークをカットする方式。河道整備
の進んだ河川では高い洪水調節効果を発揮できる。ただ
し、中小洪水では相対的に洪水調節効果は小さい。

④下流での洪水の時間変化のうち、最大となる時間帯のみをね
らって効率的にダムに貯留していく方式。ただし、洪水の変化を
精度よく予測する必要がある。

① 洪水調節ゲートが無いか、若しくはあっても一定にゲート開度を

保ち、洪水調節の操作を行わない方式。人為的な操作がないた
め、降った雨が直ぐに出てくる小流域でも所定の効果が発揮でき
る。また、管理が容易な方式でもある。

① ②

③ ④

流
量

時間

【自然調節方式】

QP

放流量

流入量 ダムカット量

【一定量放流方式】

QP流
量

時間

ダムカット量

放流量

流入量

【一定率一定量調節方式】

QP流
量

時間

ダムカット量

放流量

流入量

【不定率調節方式】

QP流
量

時間

ダムカット量

放流量

流入量
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